
議員氏名：大沼 英樹 

議案番号：請願第３号 

案 件 名：住宅宿泊事業（民泊）における家主不在型民泊の規制・運用強化を求める請願 

討論内容： 

私は請願第３号、住宅宿泊事業における家主不在型民泊の規制・運用強化を求める請願について、

賛成の立場で討論をいたします。 

地域での安定した生活環境を守りたい、そうした切実な不安から、この請願に２７名もの多くの

方が立ち上がられております。 

提出された請願は大変理論的であり、特に住居専用地域に対する規制が必要だとする説明も非常

に理にかなっており、その主張に全面的に賛同いたします。 

住居地域と専用住居地域の大きな違いは静寂性にあります。ですから、混在する地域でも、幹線

道路や線路などの５０メートル以内というふうな区分がされております。夜間の移動や敷地からの

音声などに注意すべき必要がある、それが専用地域だということをご承知おきいただきたいと思い

ます。 

このような重要な町民の声を拾い上げ、紹介してくださった４名の議員に感謝を申し上げます。 

請願者は、町が依拠している地区長に相談を行い、議員にも相談したにもかかわらず、行政とし

て町民の生活を守るという機能は働かず、最終的に請願という形を取らざるを得なかったという現

状を見ると、町として深刻な問題の存在は明らかで、これまで不安を抱き続けた請願者とともに、

近隣の方々が気の毒です。 

まちづくりの基本である住民の暮らしを守るという姿勢が希薄な状態では、定住者を増やし、安

定的な町政運営を行うことができません。 

ですから、管理主幹がないからと放置をしてはいけません。町民からの不安に対し、町が最優先

で取り組むべきは、町民が安心して暮らせる住環境の保全です。 

ですから、全国各地で問題事例が多く発生しており、住環境を保全するために、民泊の営業には

早急に実効性のあるガイドラインを策定していただくよう強く申し入れて、本請願に賛成をいたし

ます。 


